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一刑務所の早期移転を

市
民
の
皆
さ
ん
、
甲
府
市
と
甲
府
市
議
会
は
鷹
野
市
長
時
代
か
ら
今
日
ま

で
、
甲
府
刑
務
所
移
転
に
真
剣
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
昭
和
四
十
六

年
十
二
月
か
ら
市
議
会
は
、
甲
府
刑
務
所
移
転
促
進
の
た
め
の
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

皆
き
ん
も
す
で
に
御
承
知
の
よ
う
に
、
移
転
先
は
大
津
町
と
内
定
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
大
津
町
住
民
の
一
部
の
方
々
か
ら
、
農
業
が

継
続
で
き
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
反
対
の
声
が
あ
が
り
、
移
転
計
画
は
難

関
に
突
当
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
法
務
省
当
局
も
現
刑
務
所
が
老
朽

化
し
て
い
る
の
で
早
期
に
こ
れ
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
移
転

時
期
の
設
定
を
迫
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
特
別
委
員
会
で
は
、
こ
の
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
大
津
町
住
民

の
賛
成
、
反
対

の
方
々
の
意
見
を
入
れ
、
調
箆
案
を
作
成
し
、
理
解
と
協

力
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
反
対
の
方
々
か
ら
拒
否
さ
れ
、
事
態
は
進
展
し

甲

府

市

議

会

な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
甲
府
市
と
甲
府
市
議
会
は
、
安
易
に
甲
府
刑
務
所
を
移

転
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
甲
府
市
の
将
来
の
た
め
に
、

住
民
の
快
適
な
生
活
潔
境
を
保
障
す
る
た
め
の
開
発
構
想
の
一
環
と
し
て
推

進
し
て
い
る
も
の
で
す
。

甲
府
市
と
甲
府
市
議
会
は
今
後
限
ら
れ
た
時
聞
の
中
で
、
幾
多
の
難
問
題

を
解
決
し
、
刑
務
所
移
転
を
果
さ
-
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
甲

府
市
議
会
は
、
「
刑
務
所
移
転
の
た
め
の
議
会
だ
よ
り
特
集
号
」
を
発
行
し
て

今
日
ま
で
の
経
過
と
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
、
市
民
の
方
々

の
理
解
あ
る
協
力
と
、
力
強
い
御
支
援
の
も
と
に
こ
の
事
業
を
成
し
遂
げ
た

い
と
考
、
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
御
一
読
を
賜
わ
り
、
皆
さ
ん
の
一
そ
う
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

大
津
町
住
民
環
械
の
意
見
を
盛
込
ん
だ
調
整
図
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(2) 

甲府刑務所移転
な
ぜ移

転
が
必
要
か

進
的
る
段
階
に
な
っ
て
一
部
住
民
か
一
市
当
局
も
市
長
以
下
雪
季
解
決

U

U

U

U

l

-

-

一

ら
反
対
の
声
が
起
り
、
反
対
同
盟
を
桔
一
向

た

め

努

力

を

皿

ね

ま

し

た

が

、

反

対

一

--E・

E

・
-
・
圃

成
し
、
四
十
八
年
十
月
に
市
に
対
し
て
一
同

盟

主

一

切

の

話

し

合

を

拒

否

さ

れ

一

闇

釘

量

一

一

一

一一
m

一

正
式
に
反
対
的
申
し
入
れ
を
す
る

一
方
一全
く
暗
確
に
乗
り
上
げ
た
形
で
し
た

.
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一

揖
敢
に
賛
成
町
住
民
も
開
書
盟
を
結
一
市
蟻
会
で
は
、
改
選
植
の
き

EI
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一

成
し
、
計
画
ど
お
り
の
早
期
実
現
主
一品

び

特

別

委

民

会

長

置

し

、

こ

れ

新

一
一
刑
務
所
移
転
促
進
に
は
、
昭
和
四
十
年
十
二
月

2
2
1

閉
す
る
な
ど
、
両
者
が
対
立
し
た
形
と
一に

対

処

す

る

こ

と

に

な

り

、

特

別

委

只

珊

一
一
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
紙
面
↑

日

守

、

大

津

町

内

は

好

ま

し

く

な

い

状

一舎

で

は

、

手

法

務

省

へ

タ

イ

ム

リ

ミ

和

宏

関

係

Z
1
2
2
2
i
h
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-

刊

古

現

在

甲

府

;

と

し

て

一
そ
こ
で
刑
務
所
は
で
き
る
だ
草

τ繋
が
あ
り
そ
れ
が
た
め
に
そ
の
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主

主

的

土

一

日

日

目

計

七

一

一

日

立

発
展
し
、
将
来
も
な
お
剥
型
ど
れ
た
玄
転
し
て
も
ら
い
、
跡
地
に
は
差
ず
件
を
満
た
す
刑
務
所
を
誘
致
し
て
、

7
い

つ

方

針

を

堅

持

し

、

ま

た

現

刑

互

理

解

品

力

主

る

こ

と

に

か

か

っ

て

恥

一
子

斗

都

市
と
し
て
、
話
的
に
街
づ
く
り
を
「
耳
、
車
産
、
公
園
誌
な
ど
「
街
化
発
展
を
図
ろ
っ
と
し
て
い
る
町

一所

の

老

朽

化

を

理

由

に

移

転

向

タ

イ

ム

一

い

る

た

め

、

賛

成

、

反

対

の

両

者

を

招

穆

一

z
h日
市
援
金
で
移
転
促
進
室
見
重
出
喜
決

一

年

し

て
い
く
上
で
、
大
き
な
硲
路
と
三

7
警
を
建
て
て
、
震
の
生
活
環
主
で
す
・

丁

、

y
L九
月
に
設
定
し
た
い
と
の
一
1
1聖
意
見
を
聞
く
こ
と
と
し
ま
し

一

T
・
ロ
甲
罰
務
所
移
転
促
進
協
輯
会
結
成
「
喜
重
県
知
事
会
長
一

5
一

現
在
的
甲
府
刑
務
所
は
、
明
治
四
十
一
て
い
る
の
で
す
・
現
状
で
は
、
若
松
本
す
整
備
し
、
東
部
一
帯
の
開
発
的
拠
点
-
そ
れ
に
最
近
建
て
ら
れ
た
刑
務
所
は
一意
向
を
一市
し
非
常
に
む
ず
か
し
い
章
一

f

士
甲

府

市

長

顧

問

量

自

主

貝

常

任

相

草

市

選

出

県

警

醜

ι

利
一
五
年
に
旧
橘
町
士
い
ま
の
朝
竺
丁
一
通
り
棋
と
塁
本
通
り
棋
の
主
要
市
道

7
す
る
と
と
も
に
甲
府
市
全
体
的
調
静
岡
、
幸
、
金
沢
な
ど
の
例
も
あ
り
、
一と

な

っ

た

の

で

す

・

一

一
宮

・
9

県
議
会
・
県
知
事
に
対
し
移
転
促
進
的
問
願
書
を
提
出

-

昭

τに
持
さ
れ
た
も
の
で
、
す
で
に
六
十
一
二
本
町
刑
務
所
町
広
い
敷
地
主
主
的
と
れ
た
震
を
は
か
る
必
要
三
明
る
く
近
代
的
な
語
に
長
変
り
、
一

f
t
l
J
E
t

に
も
提
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て
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カ
を
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と
こ
ろ
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目
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反
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者

話
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否

ド

ゴ

げ

は

ひ

u
iめ

て
い

一
可

理

町

民

会

移

転

住

補

地

を

視

察

(

八

田

村

玉

穂

村

喜

一

V
J
一
近
に
は
全
〈
人
家
が
な
か
っ
た
円
で
す
一も
、
二
本
が
刑
務
所
の
車
問
と
北
側
の

一

一
方
刑
務
所
内
移
転
予
定
地
で
あ
五
地
と
す
る
内
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
?
特
別
委
員
会
で
は
、
七
月
+
四
日
に
一
ま
た
賛
成
主
査
は
、
前
述
し
た

一盛
し
車
約
し
た
試
案
を
作
成
し
特
別
一
ま
た
警
で
は
、
翌
案
に
つ
い
て
一
曹

・

4

県
企
画
整
局
、
移
転
促
進
町
窓
口
と
な
り
協
力
を
約
束

-

一
が
、
刑
務
所
主
て
句
れ
て
益
率
五
に
貯
れ
て
い
て
、
都
市
計
画
車
工
津
町
は
、
市
町
最
も
南
に
位
置
し
一
ま
し
た

a

も
ち
ろ
ん
大
津
町
へ
の
移
転
反
対
的
住
民
士
一
一
名
の
う
ち
九
君
、

一幸
町
内
現
状
町
民
票
号
、
聖
子
含
ま
っ
た
と
こ
ろ
了
承
が
得
百
協
説
会
を
聞
き
、
慎
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協
識
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法
務
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、
移
転
を
決
定
(
話
芸
品
用
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ょ

一年

Z
Z日
常
生
活
に
必
要
量
一
巡
に
ま
く
蓄
を
与
え
る
こ
と
が
予
宏
耕
地
は
約
八
四
ヘ
ク
タ
ル
あ
り
、
一
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
地
の
す
事
ま
た
十
九
日
に
は
費
成
町
住
民
六
士
二
円
八
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%
以
上
が
賛
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し
て
い
る
の
で
了
れ
た
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で
、
こ
れ
を
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別
委
員
会
的
一
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結
果
、
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員
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致
で
こ
れ
を
了
意
し
一一
野
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